
JP  6818398  B1  2021.1.20

(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　矩形状の第１の扉と、前記第１の扉を前記矩形の１頂点周辺の回動軸を中心に１８０度

回転させた位置に配置されている第２の扉とを備え、

　前記第１の扉と前記第２の扉を接合させて、該接合部に前記回動軸を挿入する孔部を設

けたことを特徴とする、回転扉。

【請求項２】

　前記第１の扉と前記第２の扉の一方又は双方の、前記矩形の前記孔部から離間した２辺

に錘を設けたことを特徴とする、請求項１に記載の回転扉。

【請求項３】

　前記矩形は正方形であることを特徴とする、請求項１又は２に記載の回転扉。

【請求項４】

　請求項１～３のいずれか１項に記載の回転扉を２つ備え、

　前記２つの回転扉を１つの回動軸に挿入することを特徴とする、複合回転扉。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は、回転扉に関する。

【背景技術】

【０００２】
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　 棚 等 の 収 容 空 間 の 前 面 を 被 覆 し て 収 容 さ れ る 荷 物 を 保 護 す る と 共 に 、 必 要 に 応 じ て 被 覆

を 解 除 し て 荷 物 の 取 り 出 し や 収 納 を 容 易 に す る た め に 扉 が 広 く 用 い ら れ て い る 。 扉 と し て

は 、 レ ー ル 等 に よ り 左 右 に ス ラ イ ド す る 引 き 違 い 扉 と 、 回 動 軸 を 中 心 に （ 多 く の 場 合 前 後

に ） 回 転 す る 回 転 扉 と が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 引 き 違 い 扉 は 、 扉 を 開 く 際 の 移 動 ス ペ ー ス を 要 さ な い 利 点 が あ る が 、 左 右 に ス ラ イ ド す

る 際 に レ ー ル 等 と の 間 で 摩 擦 が 生 じ 、 扉 の 開 閉 が 必 ず し も 軽 快 で は な い 。 一 方 、 回 転 扉 は

、 扉 の 開 閉 が 軽 快 で あ る が 、 扉 を 扉 面 に 垂 直 な 方 向 に 回 動 さ せ る た め 、 そ の 回 動 の た め の

移 動 ス ペ ー ス 設 け る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ の 点 、 特 許 文 献 １ に は 、 扉 を 扉 面 に 垂 直 な 方 向 に 回 動 さ せ る 蓋 開 閉 機 構 が 開 示 さ れ て

い る 。 か か る 開 閉 機 構 に よ れ ば 、 レ ー ル 等 と の 間 で 摩 擦 が 生 じ ず 、 扉 を 開 く 際 の 移 動 ス ペ

ー ス を 要 さ な い 回 転 扉 を 実 現 す る こ と が で き る 。 し か し 、 特 許 文 献 １ に お い て は 回 動 軸 が

扉 の 上 端 近 く に 存 在 す る た め 、 「 蓋 」 で な く 「 扉 」 に 用 い る に は 、 大 き な 重 量 を 有 す る 扉

を 支 持 す る こ と が 困 難 で あ っ た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ９ － １ ３ ２ ８ ７ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 扉 を 扉 面 に 水 平 な 方 向 に 回 動 さ せ 、 回 動 軸 周 り の 扉 の 回 転 モ ー メ ン ト を 小 さ

く し て 、 大 き な 重 量 を 有 す る 扉 を 支 持 す る こ と で 、 手 動 時 の 開 閉 操 作 性 に 優 れ た 回 転 扉 を

提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 回 転 扉 は 、

　 矩 形 状 の 第 １ の 扉 と 、 前 記 第 １ の 扉 を 前 記 矩 形 の １ 頂 点 周 辺 の 回 動 軸 を 中 心 に １ ８ ０ 度

回 転 さ せ た 位 置 に 配 置 さ れ て い る 第 ２ の 扉 と を 備 え 、

　 前 記 第 １ の 扉 と 前 記 第 ２ の 扉 を 接 合 さ せ て 、 該 接 合 部 に 前 記 回 動 軸 を 挿 入 す る 孔 部 を 設

け た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 第 １ の 扉 と 第 ２ の 扉 が 扉 面 の 水 平 な 方 向 に 回 動 し 、 回 動 の た め の 移

動 ス ペ ー ス 設 け る 必 要 が な く な る 。 第 １ の 扉 と 第 ２ の 扉 の 重 量 が 回 動 軸 を 中 心 に 対 称 と な

り 、 回 転 扉 の 回 動 軸 を 中 心 と す る 回 転 モ ー メ ン ト が 小 さ く な る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 回 転 扉 は 、

　 前 記 第 １ の 扉 と 前 記 第 ２ の 扉 の 一 方 又 は 双 方 の 、 前 記 矩 形 の 前 記 孔 部 か ら 離 間 し た ２ 辺

に 錘 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 扉 の 戸 当 た り に 接 す る 部 分 に 錘 が 設 け ら れ 、 回 動 を 完 了 し た 時 に 錘

に よ っ て 扉 を 正 確 な 位 置 に 配 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 回 転 扉 は 、

　 前 記 矩 形 は 正 方 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 回 転 扉 全 体 の 形 状 が 類 似 に 保 た れ 、 視 覚 的 な 美 観 が 良 好 に な る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 複 合 回 転 扉 は 、
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　 本 発 明 の 回 転 扉 を ２ つ 備 え 、

　 前 記 ２ つ の 回 転 扉 を １ つ の 回 動 軸 に 挿 入 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 ２ つ の 回 転 扉 を 用 い て 、 左 右 い ず れ の 方 向 か ら も 開 閉 す る こ と が で

き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 扉 を 扉 面 に 水 平 な 方 向 に 回 動 さ せ 、 回 動 軸 周 り の 扉 の 回 転 モ ー メ ン ト

を 小 さ く し て 、 大 き な 重 量 を 有 す る 扉 を 支 持 す る こ と で 、 手 動 時 の 開 閉 操 作 性 に 優 れ た 回

転 扉 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ６ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 回 転 扉 を 収 納 棚 に 配 置 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 回 転 扉 の 構 造 を 示 す 分 解 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 回 転 扉 の 回 転 中 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 回 転 扉 を 開 い た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 回 転 扉 の 回 転 中 の 別 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ６ は 、 回 転 扉 と 収 納 棚 の 構 造 を 示 す 分 解 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ７ は 、 回 転 扉 の 別 の 形 状 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ８ は 、 回 転 扉 の 別 の 形 状 を 説 明 す る 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 １ は 、 回 転 扉 を 収 納 棚 に 配 置 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 に は 、 ２ つ の 回 転 扉 ０ ａ 及

び ０ ｂ が 描 か れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 回 転 扉 ０ ａ は 、 第 １ の 扉 １ １ ａ 、 第 ２ の 扉 １ ２ ａ 、 錘 ３ １ ａ 及 び ３ ２ ａ を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 回 転 扉 ０ ｂ は 、 第 １ の 扉 １ １ ｂ 、 第 ２ の 扉 １ ２ ｂ 、 錘 ３ １ ｂ 及 び 錘 ３ ２ ｂ を 備 え て い る

。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 回 転 扉 ０ ａ 及 び ０ ｂ は 、 孔 部 ２ １ （ 図 ２ 参 照 ） に お い て 回 動 軸 ２ ２ （ 図 ２ 参 照 ） を 貫 通

し 、 回 動 軸 固 定 部 材 ２ ３ が 図 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 収 納 棚 ４ １ は 、 収 容 空 間 に 荷 物 を 収 容 す る 。 回 転 扉 ０ ａ 及 び ０ ｂ が 収 納 棚 ４ １ （ 収 容 空

間 ） の 前 面 を 被 覆 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 収 納 棚 ４ １ に は 、 戸 当 り ４ ２ が 設 け ら れ て い る 。 戸 当 り ４ ２ は 、 回 転 扉 ０ ａ 又 は ０ ｂ の

矩 形 形 状 の １ 辺 を 係 止 し 、 回 転 扉 ０ ａ 又 は ０ ｂ の 移 動 を 止 め て 、 回 転 扉 ０ ａ 又 は ０ ｂ を 開

い た 状 態 又 は 閉 じ た 状 態 に 保 つ 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 錘 （ ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ ） は 、 第 １ の 扉 １ １ ａ 又 は 第 １ の 扉 １ １ ｂ を 戸 当

り ４ ２ に 圧 着 さ せ る た め の 部 材 で あ る 。 錘 の 自 重 に よ っ て 圧 着 さ せ る こ と が で き る 。 な お

、 回 動 軸 ２ ２ を 中 心 と す る 回 転 モ ー メ ン ト を 調 整 す る た め に 、 第 ２ の 扉 １ ２ ａ 及 び 第 ２ の

扉 １ ２ ｂ に も 錘 を 設 け て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 第 １ の 扉 １ １ ａ 又 は 第 １ の 扉 １ １ ｂ と 戸 当 り ４ ２ と の 間 の 応 力 を 調 整 す る た め に

、 錘 を ゴ ム な ど の 弾 性 体 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 ２ は 、 回 転 扉 の 構 造 を 示 す 分 解 図 で あ る 。 回 転 扉 ０ ａ 及 び ０ ｂ を 、 部 材 に 分 解 し て 描

い た も の で あ る 。 回 転 扉 ０ ａ 及 び ０ ｂ は 矩 形 状 の 第 １ の 扉 （ １ １ ａ 、 １ １ ｂ ） と 、 第 １ の
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扉 を 矩 形 の １ 頂 点 周 辺 の 回 動 軸 を 中 心 に １ ８ ０ 度 回 転 さ せ た 第 ２ の 扉 （ １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ ）

と か ら 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 第 １ の 扉 （ １ １ ａ 、 １ １ ｂ ） と 第 ２ の 扉 （ １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ ） は 接 合 さ れ 、 該 接 合 部 に 回

動 軸 ２ ２ を 挿 入 す る 孔 部 ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 回 転 扉 ０ ａ 及 び ０ ｂ は 、 同 一 の 回

動 軸 ２ ２ に 挿 入 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ２ つ の 回 転 扉 ０ ａ 及 び ０ ｂ を 合 わ せ て 複 合 回 転 扉 と な る 、 た だ し 、 回 転 扉 ０ ａ 及 び ０ ｂ

の 一 方 の み を 備 え 、 他 方 に つ い て は 回 転 し な い 単 純 な 板 材 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ３ は 、 回 転 扉 の 回 転 中 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ に 示 し た 回 転 扉 の う ち 、 回 転 扉 ０

ａ を 反 時 計 周 り に 回 転 さ せ て い る 状 態 を 示 す 。 回 転 扉 ０ ａ が 回 転 す る が 、 回 動 軸 ２ ２ の 周

り で 、 回 転 扉 ０ ｂ を 反 時 計 周 り に 回 転 さ せ て も 、 第 １ の 扉 １ １ ｂ が 戸 当 た り ４ ２ に 係 止 さ

れ て 回 動 せ ず 、 図 に 示 す 状 態 と な る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ４ は 、 回 転 扉 ０ ａ を さ ら に 開 い た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 回 転 扉 ０ ａ を 反 時 計 周 り に さ

ら に 回 転 さ せ る と 、 回 転 扉 ０ ａ も 第 １ の 扉 １ １ ａ が 戸 当 た り ４ ２ に 係 止 さ れ て 、 図 に 示 す

状 態 と な る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 こ の 状 態 で は 、 開 放 部 ４ ３ が 回 転 扉 ０ ａ 及 び ０ ｂ の い ず れ に も 被 覆 さ れ ず 図 に 示 す 状 態

と な る 。 開 放 部 ４ ３ 内 の 荷 物 の 取 り 出 し や 収 納 が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 ５ は 、 回 転 扉 の 回 転 中 の 別 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ に 示 し た 状 態 に 替 え て 回 転 扉

０ ｂ を 時 計 周 り に 回 転 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 ６ は 、 回 転 扉 と 収 納 棚 の 構 造 を 示 す 分 解 図 で あ る 。 図 ２ に 示 し た 状 態 に お い て 、 回 転

扉 ０ ａ 、 ０ ｂ 、 収 納 棚 ４ １ を 示 し 、 回 動 軸 ２ ２ 及 び 回 動 軸 固 定 部 材 ２ ３ の 位 置 を 表 し た も

の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ７ は 、 回 転 扉 の 別 の 形 状 を 示 す 図 で あ る 。 以 上 、 第 １ の 扉 １ １ a及 び 第 ２ の 扉 １ ２ ａ

が 正 方 形 形 状 の も の と し て 説 明 し た が 、 正 方 形 で な く 長 方 形 （ 図 に お い て Ｌ １ と Ｌ ２ が 異

な る ） 場 合 を 示 す 図 で あ る 。 Ｌ １ と Ｌ ２ が 異 な る た め 、 回 転 扉 ０ ａ （ 第 １ の 扉 １ １ ａ ） を

回 動 さ せ た 場 合 に 、 第 １ の 扉 １ １ ａ の 端 部 の 回 動 軸 か ら の 距 離 が 変 動 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 図 ８ は 、 回 転 扉 の 別 の 形 状 を 説 明 す る 図 で あ る 。 上 記 回 動 軸 か ら の 距 離 の 変 動 に 合 わ せ

て 、 戸 当 り ４ ２ の 位 置 の 変 動 を 描 い た も の で あ る 。 こ の よ う に し て 使 用 す る こ と も で き る

が 、 戸 当 り ４ ２ の 位 置 を 変 動 さ せ な い た め 、 第 １ の 扉 １ １ ａ 及 び 第 ２ の 扉 １ ２ ａ が 、 正 方

形 の 形 状 で あ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 以 上 の と お り 、 本 発 明 の 回 転 扉 は 、 回 動 軸 周 り の 扉 の 回 転 モ ー メ ン ト を 小 さ く し て 、 大

き な 重 量 を 有 す る 扉 を 支 持 す る こ と で 、 手 動 時 の 開 閉 操 作 性 が 優 れ た も の で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 扉 を 扉 面 に 水 平 な 方 向 に 回 動 さ せ 、 回 動 軸 周 り の 扉 の 回 転 モ ー メ ン ト を 小 さ く し て 、 大

き な 重 量 を 有 す る 扉 を 支 持 す る こ と で 、 手 動 時 の 開 閉 操 作 性 に 優 れ た 回 転 扉 で あ る 。 多 く

の 建 築 業 者 に よ る 利 用 が 考 え ら れ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ７ 】

０ 　 　 　 回 転 扉

１ １ 　 　 第 １ の 扉
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１ ２ 　 　 第 ２ の 扉

２ １ 　 　 孔 部

２ ２ 　 　 回 動 軸

２ ３ 　 　 回 動 軸 固 定 部 材

３ １ 　 　 錘

３ ２ 　 　 錘

４ １ 　 　 収 納 棚

４ ２ 　 　 戸 当 り

４ ３ 　 　 開 放 部

【 要 約 】

【 課 題 】 　 扉 を 扉 面 に 水 平 な 方 向 に 回 動 さ せ 、 回 動 軸 周 り の 扉 の 回 転 モ ー メ ン ト を 小 さ く

し て 、 大 き な 重 量 を 有 す る 扉 を 支 持 す る こ と で 、 手 動 時 の 開 閉 操 作 性 に 優 れ た 回 転 扉 を 提

供 す る こ と 。

【 解 決 手 段 】 矩 矩 形 状 の 第 １ の 扉 １ １ と 、 第 １ の 扉 １ １ を 矩 形 の １ 頂 点 周 辺 の 回 動 軸 を 中

心 に １ ８ ０ 度 回 転 さ せ た 第 ２ の 扉 １ ２ と を 備 え 、 第 １ の 扉 １ １ と 第 ２ の 扉 １ ２ を 接 合 さ せ

て 、 該 接 合 部 に 回 動 軸 ２ ２ を 挿 入 す る 孔 部 ２ １ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 回 転 扉 ０ を 提

供 す る 。 第 １ の 扉 １ １ と 第 ２ の 扉 １ ２ が 扉 面 の 水 平 な 方 向 に 回 動 し 、 回 動 の た め の 移 動 ス

ペ ー ス 設 け る 必 要 が な く な る 。 第 １ の 扉 １ １ と 第 ２ の 扉 １ ２ の 重 量 が 回 動 軸 を 中 心 に 対 称

と な り 、 回 転 扉 ０ の 回 動 軸 ２ ２ を 中 心 と す る 回 転 モ ー メ ン ト が 小 さ く な る

【 選 択 図 】 図 １

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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